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「保険薬局におけるリフィル処⽅箋に対する薬学的管理の実態調査」へのご協⼒のお願い 
 

 2022 年度の診療報酬改定にてリフィル処⽅箋の仕組みが設けられました。リフィル処⽅箋は、症状が安定
している患者について、医師の処⽅により医師及び薬剤師の適切な連携のもと、⼀定期間内に処⽅箋を反復利
⽤できる仕組みです。リフィル処⽅箋に基づいた調剤時に薬剤師による適切な薬学的管理が実現されれば、患
者や医師の負担軽減や医療費の抑制につながるだけでなく、薬剤師が職能を発揮する新たな場となることが
期待されます。 

⼀⽅で、リフィル処⽅箋の仕組みは運⽤後間もない制度であり、不透明な点も多くあるのが現状です。そこ
で今回、慶應義塾⼤学薬学部医薬品情報学講座と薬局団体連絡協議会の共同で、保険薬局におけるリフィル処
⽅箋の実態調査を実施することにいたしました。この研究の調査結果によって、これからのリフィル処⽅箋対
応の望ましい体系の構築基盤になること、および、薬局の取り組みがより可視化されることが期待されます。 
 

次ページ以降の【調査概要】をご覧いただき、もしご協⼒いただけるようであれば、内容にご同意の上、【調
査票 1】【調査票 2】へのご回答をお願いいたします。回答にあたり、別添資料（「保険薬局におけるリフィル
処⽅箋に対する薬学的管理の実態調査」にご参加いただく皆様へ）も併せてご参照ください。 

1. 【調査票 1】リフィル処⽅箋-薬局情報；所要時間 5 分 ※1 回のみ回答 
2 の調査にご回答いただく前に、貴薬局の情報をご記⼊ください。 
こちらの調査票は、薬局の代表者の⽅が、1 回のみご回答ください。 

2. 【調査票 2】リフィル処⽅箋-症例情報；所要時間 15 分程度 ※複数回回答 
リフィル処⽅箋 1 枚ごとにご回答ください。 
リフィル処⽅箋の受付数が 2 以上の場合、調査票のファイルを複製してご回答をお願いいたします。 
⾃薬局でのリフィル処⽅箋の対応がすべて終わり次第ご提出ください。 
 

回答を終えた【調査票 1】【調査票 2】につきましては、以下のいずれかの⽅法で慶應義塾⼤学薬学部医薬品
情報学講座までお送りください。 
① 各薬局にて印刷の上、印刷したものに⼿書きでご記⼊後 FAX 送付、または、オンラインストレージ BOX

にアップロード 
② PC上で wordファイルに直接ご記⼊の上、ファイルをオンラインストレージ BOXにアップロード 

 
皆様にご回答いただいた内容に基づく解析結果は、薬局が特定できない形で会員の皆様に共有いたします。 
回答期限は【2023年 4 ⽉ 10⽇】といたします。お忙しいところお⼿数おかけいたしますが、ご協⼒のほど
どうぞよろしくお願いいたします。 

 
慶應義塾⼤学薬学部医薬品情報学講座 教授 堀⾥⼦(研究責任者) 

⼀般社団法⼈⽇本コミュニティファーマシー協会 代表理事 吉岡 ゆうこ 
⼀般社団法⼈保険薬局経営者連合会 会⻑ ⼭村 真⼀ 

⼀般社団法⼈地域医療薬学研究会 代表理事 鈴⽊ 順⼦ 
 

問い合わせ先：慶應義塾⼤学薬学部医薬品情報学講座(担当 堀⾥⼦, ⽊崎速⼈) 
    (〒105-8512東京都港区芝公園 1-5-30) 

E-mail：keiodruginformatics@gmail.com 電話番号：03-5400-2799  
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【調査概要】 
保険薬局におけるリフィル処⽅箋に対する薬学的管理の実態調査 

1. 調査の⽬的 
保険薬局におけるリフィル処⽅箋対応の実態を明らかにすることを⽬的とします。 
 
2. 調査の⽅法 
薬局団体連絡協議会に所属する薬局団体を通じて、各団体の会員保険薬局の薬剤師に対し、アンケート調査
を⾏います。この調査に要する時間は 15 分程度です。 
 
3. 調査の対象者 
保険薬局の薬剤師 
 
4. 研究組織について 
この調査は、慶應義塾⼤学薬学部医薬品情報学講座と薬局団体連絡協議会が共同で、学術研究の⼀環として
実施いたします。 
 
5. 予想される不利益について 
調査に関連する不利益としては、アンケート回答による時間的負担、アンケート回答時の通信費の経済的負
担が想定されています。 
 
6. 調査への参加について 
この調査への参加は⾃由意思によるものです。参加をしない場合であっても、いかなる不利益も受けませ
ん。アンケートに回答し、送信した時点で研究への協⼒に同意したものとします。なお無記名式の調査のた
め、アンケート送信後に同意を撤回する場合、該当するアンケートを特定できないため回答データを除外で
きません。 
 
7. プライバシーの保護について 
個⼈情報については、回答内容の問い合わせ以外の⽬的では使⽤されません。得られた情報は、本研究以外
の⽬的では使⽤されません。また、調査の結果は卒業論⽂・学術論⽂・学会等で発表される可能性がありま
すが、その際も個⼈が特定できるような形では公表されません。この調査で収集された調査データは、その
処理・保管・処分まで慶應義塾⼤学薬学部医薬品情報学講座内で厳重に取り扱われ、外部に漏れることはあ
りません。 
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8. 倫理的事項の遵守について 
この調査は慶應義塾⼤学薬学部「⼈を対象とする研究倫理委員会」で⼗分検討され、承認されております。
(承認番号: 承 220901-2) 
 
9. 研究の資⾦源・利益相反について 
本研究の費⽤は慶應義塾⼤学薬学部医薬品情報学の講座費から⽀出されます。 
本研究に関して開⽰すべき利益相反はありません。 
 
10. 謝品について 
本研究参加に対する謝品等はありません。 
 
11. 調査に関する問い合わせ・質問について 
この調査についてご不明な点などがありましたら、下記の担当者までご連絡ください。 
 
 

研究責任者：堀⾥⼦(ほりさとこ) 
連絡先：慶應義塾⼤学薬学部医薬品情報学講座 

    (〒105-8512東京都港区芝公園 1-5-30) 
E-mail：keiodruginformatics@gmail.com 

電話番号：03-5400-2799 


